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はじめに

Sun Studio 12インストールリファレンスガイド (英語、日本語、簡体字中国語)に
は、次の情報が記載されています。

■ 異なるアーキテクチャーを持つクライアントシステムによる使用のため
の、サーバーへの Sun Studio 12ソフトウェアの複数言語リリースのインストール
に関する説明

■ システム準備ツール、バッチインストーラ、グラフィカルユーザーインタ
フェースのインストーラ、およびコマンド行インストーラの詳細説明

■ トラブルシューティング情報
■ コンポーネントおよびパッケージのリスト
■ パッチのリスト
■ コンポーネントのバージョン番号

対象読者
このマニュアルは、ソフトウェアのインストールを行うシステム管理者、およびソ
フトウェア開発アプリケーションを使用する開発者を対象にしています。Solarisオ
ペレーティングシステム (Solaris OS)とUNIXコマンドの使用経験があることを前提
にしています。

お読みになる前に
このマニュアルをお読みになる前に、『Sun Studio 12クイックインストール (英
語、日本語、簡体字中国語)』の内容を理解しておくようにしてください。
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm

filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマ
ネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー名、強
調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照し
てください。

この操作ができるの
は、「スーパーユーザー」だけ
です。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキストが
ページ行幅を超える場合に、継続を示しま
す。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コマンド例のシェルプロンプト
以下の表に、Cシェル、Bourneシェル、およびKornシェルのデフォルトのUNIXシ
ステムプロンプト、およびスーパーユーザーのプロンプトを紹介します。

表P–2 シェルプロンプト

シェル プロンプト

Cシェル machine_name%

Cシェルのスーパーユーザー machine_name#

はじめに

Sun Studio 12インストールリファレンスガイド (英語、日本語、簡体字中国語) • 2007年 9月6



表 P–2 シェルプロンプト (続き)
シェル プロンプト

BourneシェルおよびKornシェル $

シェルおよびKornシェルのスーパーユーザー #

サポートされるプラットフォーム
この Sun Studioのリリースは、SPARCおよび x86ファミリ
(UltraSPARC、SPARC64、AMD64、Pentium、Xeon EM64T)プロセッサアーキテク
チャーを使用するシステムをサポートしています。サポートされるシステム
の、Solarisオペレーティングシステムのバージョンごとの情報については、http://

www.sun.com/bigadmin/hclにあるハードウェアの互換性に関するリストで参照するこ
とができます。ここには、すべてのプラットフォームごとの実装の違いについて説
明されています。

このドキュメントでは、x86関連の用語は次のものを指します。

■ 「x86」は、64ビットおよび 32ビットの、x86と互換性のある製品を指します。
■ 「x64」は、AMD64または EM64Tのシステムで、特定の 64ビット情報を指しま
す。

■ 「32ビット x86」は、x86ベースシステムで特定の 32ビット情報を指します。

サポートされるシステムについては、ハードウェアの互換性に関するリストを参照
してください。

Sun Studioマニュアルへのアクセス方法
マニュアルには、次の場所からアクセスできます。

■ 製品マニュアルは、ご使用のローカルシステムまたはネットワークにこのソフト
ウェアとともにインストールされるマニュアルの索引からアクセスできます。
Solarisプラットフォーム: file:/opt/SUNWspro/docs/ja/index.html
Linuxプラットフォーム: file:/opt/sun/sunstudio12/docs/ja/index.html
製品ソフトウェアが Solarisプラットフォームで /opt、Linuxプラットフォームで
/opt/sun以外のディレクトリにインストールされている場合は、システム管理者
に実際のパスをお尋ねください。

■ マニュアルは、docs.sun.com
SMのWebサイトから入手できます。次に示すマ

ニュアルは、Solarisプラットフォームにインストールされているソフトウェアか
らのみアクセスできます。
■ 『Standard C++ Library Class Reference』
■ 『標準C++ライブラリ・ユーザーズガイド』

はじめに
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■ 『Tools.h++クラスライブラリ・リファレンスマニュアル』
■ 『Tools.h++ユーザーズガイド』

リリースノートは docs.sun.comのWebサイトから入手できます。
■ IDEの全コンポーネントのオンラインヘルプは、IDE内の「ヘルプ」メニューだ
けでなく、多くのウィンドウおよびダイアログにある「ヘルプ」ボタンを使用し
てアクセスできます。

インターネットのWebサイト (http://docs.sun.com)から、Sunのマニュアルを参照
したり、印刷したり、購入したりすることができます。マニュアルが見つからない
場合はローカルシステムまたはネットワークの製品とともにインストールされてい
るマニュアルの索引を参照してください。

注 –このマニュアルで紹介する Sun以外のWebサイトが使用可能かどうかについて
は、Sunは責任を負いません。このようなサイトやリソース上、またはこれらを経由
して利用できるコンテンツ、広告、製品、またはその他の資料についても、Sunは保
証しておらず、法的責任を負いません。また、このようなサイトやリソース上、ま
たはこれらを経由して利用できるコンテンツ、商品、サービスの使用や、それらへ
の依存に関連して発生した実際の損害や損失、またはその申し立てについても、Sun
は一切の責任を負いません。

アクセシブルな製品マニュアル
マニュアルは、技術的な補足をすることで、ご不自由なユーザーの方々にとって読
みやすい形式のマニュアルを提供しております。アクセシブルなマニュアルは次の
表に示す場所から参照することができます。製品ソフトウェアが /opt以外のディレ
クトリにインストールされている場合は、システム管理者に実際のパスをお尋ねく
ださい。

表P–3 アクセシブルな製品マニュアル

マニュアルの種類 アクセシブルな形式と格納場所

マニュアル (Sun以外のマニュアルは除く) 形式: HTML
場所: http://docs.sun.com

他社製マニュアル:
■ 『Standard C++ Library Class Reference』
■ 『標準C++ライブラリ・ユーザーズガ
イド』

■ 『Tools.h++クラスライブラリ・リ
ファレンスマニュアル』

■ 『Tools.h++ユーザーズガイド』

形式: HTML
場所: file:/opt/SUNWspro/docs/ja/index.html (Solaris
プラットフォーム)のマニュアル索引

はじめに

Sun Studio 12インストールリファレンスガイド (英語、日本語、簡体字中国語) • 2007年 9月8

http://docs.sun.com
http://docs.sun.com


表 P–3 アクセシブルな製品マニュアル (続き)
マニュアルの種類 アクセシブルな形式と格納場所

Readme 形式 : HTML
場所: http://sdc.sun.co.jp/sunstudio/documentation/ss12
の Sun Developer Networkポータル

マニュアルページ 形式: HTML
場所: file:/opt/SUNWspro/docs/ja/index.html (Solaris
プラットフォーム)および
file:/opt/sun/sunstudio12/docs/ja/index.html

(Linuxプラットフォーム)のマニュアル索引

オンラインヘルプ 形式: HTML
場所: IDE内の「ヘルプ」メニューおよび「ヘル
プ」ボタン

リリースノート 形式: HTML
場所: http://docs.sun.com

Sun Studio関連マニュアル
次の表は、file:/opt/SUNWspro/docs/ja/index.htmlおよび http://docs.sun.comから
参照できる関連マニュアルの一覧です。製品ソフトウェアが /opt以外のディレクト
リにインストールされている場合は、システム管理者に実際のパスをお尋ねくださ
い。

マニュアル 内容の説明

Sun Studio 12クイックインストール (英
語、日本語、簡体字中国語)

Sun Studio 12ソフトウェアの複数言語リリースが実行さ
れるシステムへの必須ソフトウェアのインストール、
Sun Studio 12ソフトウェアの複数言語リリースの、シン
グルユーザーシステムへのインストール、同じアーキ
テクチャーを持つクライアントが使用するための
サーバーへのインストール、または Solaris 10 1/06オペ
レーティングシステムが実行されているシステム上の 1
つまたは複数のゾーンへのインストール、統合開発環
境 (IDE)の実行、Sun Studio 12ソフトウェアの複数言語
リリースのアンインストールなどに関する説明が含ま
れています。

はじめに
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マニュアル 内容の説明

Sun Studio 12クイックインストール Sun Studio 12ソフトウェアの英語専用リリースが実行さ
れるシステムへの必須ソフトウェアのインス
トール、Sun Studio 12ソフトウェアの英語専用リリース
の、シングルユーザーシステムへのインストール、同
じアーキテクチャーを持つクライアントが使用するた
めのサーバーへのインストール、または Solaris 10 1/06
オペレーティングシステムが実行されているシステム
上の 1つまたは複数のゾーンへのインストール、統合
開発環境 (IDE)の実行、Sun Studio 12ソフトウェアの英
語専用リリースのアンインストールなどに関する説明
が含まれています。

Sun Studio 12インストールリファレンス
ガイド

異なるアーキテクチャーを持つクライアントシステム
による使用のための、サーバーへの Sun Studio 12ソフ
トウェアの英語専用リリースのインストールに関する
説明が含まれています。また、このマニュアルに
は、バッチインストーラ、GUIインストーラ、および
コマンド行インストーラの詳細な説明、トラブル
シューティングに関する情報、コンポーネントと
パッケージのリスト、パッチリスト、コンポーネント
のバージョン番号なども含まれています。

開発者向けのリソース
Sun Developer Networkの Sun Studioポータル (http://sdc.sun.co.jp/sunstudio )にアクセス
し、次のようなリソースを利用できます。リソースは頻繁に更新されます。

■ プログラミング技術と最適な演習に関する技術文書
■ ソフトウェアのマニュアル、およびソフトウェアとともにインストールされる一
連のマニュアル

■ サポートレベルに関する情報
■ ユーザーフォーラム
■ ダウンロード可能なサンプルコード
■ 新しい技術の紹介

Sun Studioポータルは、Sun Developer Network Webサイト (http://sdc.sun.co.jp)に多数
ある開発者向け追加リソースの 1つです。

はじめに
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技術サポートへの問い合わせ
製品についての技術的なご質問がございましたら、次のサイトからお問い合わせく
ださい (このマニュアルで回答されていないものに限ります)。
http://jp.sun.com/service/contacting/

ご意見の送付先
米国 Sun Microsystems, Inc.では、マニュアルの向上に力を注いでおり、ユーザーのご
意見やご提案をお待ちしております。コメントは下記よりお送りください。
http://www.sun.com/hwdocs/feedback

ご意見をお寄せいただく際には、電子メールの件名にマニュアルの Part No.を記載し
てください。たとえば、このマニュアルの Part No.は 820-3034–10です。

はじめに
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異なるアーキテクチャーのクライアント
で使用するのための Solarisサーバーへの
Sun Studio 12ソフトウェアインストール

この章には、次の情報が含まれます。

■ 13ページの「異なるアーキテクチャーを持つクライアントによる使用のための
Solarisサーバーへのインストール」

異なるアーキテクチャーを持つクライアントによる使用
のための Solarisサーバーへのインストール

Solaris OSが稼働しているサーバーに Sun Studio 12ソフトウェアをインストールし
て、異なるアーキテクチャーを持つクライアントシステムが使用できるようになり
ます。SPARCベースのサーバーに Sun Studio 12ソフトウェアをインストールし
て、x86ベースのクライアントシステムで使用することができます。また、x86
ベースのサーバーに Sun Studio 12ソフトウェアをインストールして、SPARCベース
のクライアントシステムを使用することもできます。インストールする製品にシス
テム準備ツールを含め、そのツールを使用して、各クライアントシステムに必須ソ
フトウェアをインストールできます。

サーバーにソフトウェアをインストールするもっとも簡単な方法は、バッチインス
トーラを使用する方法です。ただし、バッチインストーラは Sun Studio 12ソフト
ウェアのすべてのコンポーネントをインストールします。インストールするソフト
ウェアコンポーネントを選択する場合は、グラフィカルユーザーインタフェースの
インストーラかコマンド行インストーラを使用します。

▼ バッチインストーラによるインストール
スーパーユーザー (root)になっていない場合は、次のように入力して
スーパーユーザーになります。
su

Password: root-password
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batch_installerコマンドがあるディレクトリで、次のコマンドを実行してソフト
ウェアライセンス契約書を表示します。
./batch_installer --show-sla

次のいずれかを行います。

■ batch_installerコマンドを実行してソフトウェアライセンス契約書に同意
し、Sun Studio 12ソフトウェアをインストールして、サーバーに必須ソフト
ウェアをコピーします。

./batch_installer --accept-sla --copy-prerequisites -a client_architecture

SPARCベースのサーバーに、x86ベースのクライアントを使用するためにソフト
ウェアをインストールする場合は、client_architectureに intel-S2を指定しま
す。x86ベースのサーバーに、SPARCベースのクライアントを使用するためにソ
フトウェアをインストールする場合は、client_architectureに sparc-S2を指定しま
す。

/opt以外のディレクトリに Sun Studio 12ソフトウェアをインストールする場合
は、-dオプションを使用してインストールディレクトリを指定します。

利用可能な推奨の製品パッチは、デフォルトでインストールされます。これらの
パッチをインストールしない場合は、--no-prodpatchオプションを指定します。

■ バッチインストーラを実行して必要な必須ソフトウェアを確認します。次に、不
足ソフトウェアがあればインストールし、ソフトウェアライセンス契約書に同意
して Sun Studio 12ソフトウェアをインストールし、サーバーに必須ソフトウェア
をコピーします。

./batch_installer -p all --accept-sla --copy-prerequisites -a client_architecture

SPARCベースのサーバーに、x86ベースのクライアントを使用するためにソフト
ウェアをインストールする場合は、client_architectureに intel-S2を指定しま
す。x86ベースのサーバーに、SPARCベースのクライアントを使用するためにソ
フトウェアをインストールする場合は、client_architectureに sparc-S2を指定しま
す。

/opt以外のディレクトリに Sun Studio 12ソフトウェアをインストールする場合
は、-dオプションを使用してインストールディレクトリを指定します。

利用可能な推奨の製品パッチはデフォルトでインストールされます。これらの
パッチをインストールしない場合、--no-prodpatchオプションを指定します。

サーバー上の Sun Studio 12ソフトウェアとマニュアルページにアクセスできるよ
う、各クライアントシステムで PATH環境変数および MANPATH環境変数を設定します
(『Sun Studio 12クイックインストール (英語、日本語、簡体字中国語)』の「開発
ツールとマニュアルページ用の環境変数の設定」を参照)。
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各クライアントシステムで、Sun Studio 12ソフトウェアをインストールした
サーバー上のディレクトリをマウントします。
mount server:filesystem directory

各クライアントシステムから、サーバー上のシステム準備ツールを実行して、必須
ソフトウェアがそのクライアントシステムに存在するかどうかを調べ、必要に応じ
て再実行し、不足しているソフトウェアをインストールします。クライアントシス
テムにNetBeans C/C++ Development Pack 5.5.1がインストールされている場
合、netbeansが不足しているものとして報告されます。prepare_system - sコマンド
を使用して netbeansを指定し、必要なNetBeans C/C++ Development Pack 5.5.1 update 1
にアップグレードします。
prepare_system -C

prepare_system -s missing_software_name,missing_software_name,...

▼ GUIインストーラによるインストール
スーパーユーザー (root)になっていない場合は、次のように入力して
スーパーユーザーになります。
su

Password: root-password

インストーラがあるディレクトリで、次のように入力してインストーラを起動しま
す。
./installer -a client_architecture

SPARCベースのサーバーに、x86ベースのクライアントを使用するためにソフト
ウェアをインストールする場合は、client_architectureに intel-S2を指定します。x86
ベースのサーバーに、SPARCベースのクライアントを使用するためにソフトウェア
をインストールする場合は、client_architectureに sparc-S2を指定します。

「ソフトウェアライセンス契約書」ページで「はい (ライセンスに同意する)」をク
リックします。

中国語または日本語のいずれかでローカライズされた Sun Studio 12ソフトウェアをイ
ンストールする場合は、「ロケールの選択」ページで「日本語」チェックボックス
または「中国語」チェックボックスをクリックします。

「Select Options」ページで次の操作を行います。

a. 不足している必須ソフトウェアが「見つからない必須ソフトウェア」フィールド
に表示される場合は、「更新」ボタンをクリックして、不足しているソフト
ウェアをインストールします。
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b. Sun Studio 12ソフトウェアを /opt以外のディレクトリにインストールする場合
は、「インストールディレクトリ」フィールドにディレクトリ名を入力しま
す。Sun Studio 12ソフトウェアの一部のコンポーネントをすでにインストールし
てある場合、「インストールディレクトリ」フィールドには、そのインストール
ディレクトリが表示され、追加コンポーネントは同じディレクトリにインス
トールされます。

c. 「Advanced options」タブをクリックします。

チェックボックスの上に「Notice: Cross-installing! (注意:クロスインストール
実行)」というメッセージが表示されます。

「システム必須ソフトウェアのコピー」チェックボックスを選択します。

「コンポーネントの選択」ページで、インストールしないコンポーネントの
チェックボックスをクリックして選択解除します。Sun Studio 12のコンパイラと
ツールコンポーネントの選択したサブコンポーネントだけをインストールする場合
は、「+」アイコンをクリックしてコンポーネントを展開し、インストールしないサ
ブコンポーネントのチェックボックスをクリックして選択解除します。

残りのページの操作を行なって、サーバーへのインストールを完了します。

サーバー上の Sun Studio 12ソフトウェアとマニュアルページにアクセスできるよ
う、各クライアントシステムで PATHおよび MANPATHを設定します (『Sun Studio 12ク
イックインストール (英語、日本語、簡体字中国語)』の「開発ツールとマニュアル
ページ用の環境変数の設定」を参照)。

各クライアントシステムで、Sun Studio 12ソフトウェアをインストールした
サーバー上のディレクトリをマウントします。
mount server:filesystem directory

各クライアントシステムから、サーバー上のシステム準備ツールを実行して、必須
ソフトウェアがそのクライアントシステムに存在するかどうかを調べ、必要に応じ
て再実行し、不足しているソフトウェアをインストールします。クライアントシス
テムにNetBeans C/C++ Development Pack 5.5.1がインストールされている場
合、netbeansが不足しているものとして報告されます。prepare_system - sコマンド
を使用して netbeansを指定し、必要なNetBeans C/C++ Development Pack 5.5.1 update 1
にアップグレードします。
prepare_system -C

prepare_system -s missing_software_name,missing_software_name,...
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▼ コマンド行インストーラによるインストール

スーパーユーザー (root)になっていない場合は、次のように入力して
スーパーユーザーになります。
su

Password: root-password

インストーラがあるディレクトリで、次のように入力してインストーラを起動しま
す。
./installer -a client_architecture -nodisplay

SPARCベースのサーバーに、x86ベースのクライアントを使用するためにソフト
ウェアをインストールする場合は、client_architectureに intel-S2を指定します。x86
ベースのサーバーに、SPARCベースのクライアントを使用するためにソフトウェア
をインストールする場合は、client_architectureに sparc-S2を指定します。

ソフトウェアライセンス契約書を読んで、 yesと入力して同意します。

中国語または日本語のいずれかでローカライズされた Sun Studio 12ソフトウェアをイ
ンストールする場合は、中国語ロケールまたは日本語ロケールを選択します。

インストーラから、見つからない必須ソフトウェアがあるという報告があった場合
は、「すべての必須ソフトウェアを更新」を選択して、不足しているソフトウェア
をインストールします。

Sun Studio 12ソフトウェアの一部のコンポーネントをすでにインストールしてある場
合、追加コンポーネントは同じディレクトリにインストールされます。インス
トールされているソフトウェアコンポーネントがなく、Sun Studio 12ソフトウェアを
/opt以外のディレクトリにインストールする場合は、インストールディレクトリを
指定します。

「詳細オプションに進む」を選択し、「システム必須ソフトウェアのコピー」を選
択します。

インストールしないソフトウェアコンポーネントまたはサブコンポーネントの選択
を解除します。

インストーラの指示に従ってインストールを完了します。

サーバー上の Sun Studio 12ソフトウェアとマニュアルページにアクセスできるよ
う、各クライアントシステムで PATH環境変数および MANPATH環境変数を設定します
(『Sun Studio 12クイックインストール (英語、日本語、簡体字中国語)』の「開発
ツールとマニュアルページ用の環境変数の設定」を参照)。
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各クライアントシステムで、Sun Studio 12ソフトウェアをインストールした
サーバー上のディレクトリをマウントします。
mount server:filesystem directory

各クライアントシステムから、サーバー上のシステム準備ツールを実行して、必須
ソフトウェアがそのクライアントシステムに存在するかどうかを調べ、必要に応じ
て再実行し、不足しているソフトウェアをインストールします。クライアントシス
テムにNetBeans C/C++ Development Pack 5.5.1がインストールされている場
合、netbeansが不足しているものとして報告されます。prepare_system - sコマンド
を使用して netbeansを指定し、必要なNetBeans C/C++ Development Pack 5.5.1 update 1
にアップグレードします。
prepare_system -C

prepare_system -s missing_software_name,missing_software_name
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コマンドとインストーラの説明

この章には、次の事項に関する詳細情報が含まれています。

■ 19ページの「prepare_systemコマンド」
■ 20ページの「batch_installerコマンド」
■ 23ページの「グラフィカルユーザーインタフェースのインストーラ」
■ 26ページの「コマンド行インストーラ」

prepare_systemコマンド
prepare_systemコマンドを使用すると、Sun Studio 12ソフトウェアを実行するシステ
ムに必須ソフトウェアがインストールされているかどうかを確認し、不足している
ソフトウェアをインストールできます。システムの確認は root権限がなくても行う
ことができますが、不足しているソフトウェアをインストールするには root権限が
必要です。

構文
prepare_system [-d directory] [-R altroot] [-C | -s netbeans | java | patches |

all_patches | jdk_patches | all | print_needed_steps ]

-d directory
-sオプションを指定して不足しているソフトウェアをインストールするとき、ソ
フトウェアのインストール先ディレクトリを指定する場合はこのオプションを使
用します。このオプションを指定しなかった場合、ソフトウェアは標準の場所に
インストールされます。

-R altroot
デフォルトの「/」以外のルートディレクトリを指定する場合に、このオプション
を使用します。使用するディレクトリのフルパス名を altrootとして定義しま
す。パッケージのシステム情報ファイルを含むすべてのファイルが、指定した
altrootで始まるディレクトリツリーに再配置されます。
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-C

システムに必須ソフトウェアがインストールされているかどうかを確認しま
す。不足している必須ソフトウェアがある場合はそのリストが表示され、ない場
合はその旨のメッセージが表示されます。NetBeans C/C++ Development Pack 5.5.1
がインストールされている場合、netbeansは不足しているものとして表示されま
す。このオプションでは、JDKソフトウェアに必要なパッチの有無の確認または
報告は行われません。

-s netbeans | java | patches | all_patches | jdk_patches | print_needed_steps

netbeansを指定すると、NetBeans 5.5.1 IDEおよびNetBeans C/C++ Development
Pack 5.5.1 update 1がインストールされます。Netbeans C/C++ Development Pack 5.5.1
がインストールされている場合、NetBeans C/C++ Development Pack 5.5.1 update 1に
置き換えられます。

javaを指定すると、J2SE Development Kit (JDK) 5.0, Update 9がインストールされま
す。

patchesを指定すると、Sun Studio 12ソフトウェアに必要なオペレーティングシス
テムのパッチがインストールされます。

all_patchesを指定すると、Sun Studio 12ソフトウェアに必要であるか、推奨され
るオペレーティングシステムのパッチがインストールされます。

jdk_patchesを指定すると、JDKソフトウェアに必要なパッチがインストールされ
ます。Solaris 10 1/06プラットフォームでは、これらのパッチのうち 2つはカーネ
ルのパッチです。このオプションを使用する前に、詳細について
は、http://sdc.sun.co.jp/sunstudio/documentation/ss12/release_notesML.htmlSun Studio
12リリースノート (英語、日本語、簡体中国語)を参照してください。

allを指定すると、NetBeans 5.5.1 IDEとNetBeans C/C++ Development Pack 5.5.1
update 1、JDKソフトウェア、および Sun Studio 12ソフトウェアに必要なオペ
レーティングシステムのパッチがインストールされているかどうかが確認さ
れ、不足している場合はインストールされます。

print_needed_stepsは、インストーラによって使用されるオプションで、不足し
ているソフトウェアが、マシンが認識できる形式で一覧表示されます。

batch_installerコマンド
Sun Studio 12ソフトウェアをインストールするもっとも簡単な方法は、バッチインス
トーラを使用する方法で、これはソフトウェアのコンポーネントをすべてインス
トールします。

batch_installerコマンド
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構文
batch_installer [-R altroot] [-d installation_directory] [-a architecture] [-p netbeans

| java | patches | all_patches | jdk_patches | all] [--copy-prerequisites]

[--show-sla] [--accept-sla] [--no-links] [-no-prodpatch] [--zone=all|this]

[-J extra_java_args]

-R altroot
デフォルトの「/」以外のルートディレクトリを指定する場合に、このオプション
を使用します。使用するディレクトリのフルパス名を altrootとして定義しま
す。パッケージのシステム情報ファイルを含むすべてのファイルが、指定した
altrootで始まるディレクトリツリーに再配置されます。

-d installation_directory
Sun Studio 12ソフトウェアのインストールディレクトリを指定します。デフォル
トのインストールディレクトリ (Solarisプラットフォームでは /opt、Linuxプ
ラットフォームでは /opt/sun)以外のディレクトリにインストールする場合に、こ
のオプションを使用します。

-a client_architecture
バッチインストーラが、ソフトウェアを使用するクライアントシステムとは異な
るアーキテクチャーを持つサーバーに Sun Studio 12ソフトウェアをインストール
できるようにします。x86ベースのクライアントで使用するために、SPARC
ベースのサーバーにソフトウェアをインストールするには、client_architectureに
intel-S2を指定します。SPARCベースのクライアントで使用するために、x86
ベースのサーバーにソフトウェアをインストールするには、client_architectureに
sparc-S2を指定します。

-p netbeans | java | patches | all_patches | jdk_patches | all

netbeansを指定すると、NetBeans 5.5.1 IDEおよびNetBeans C/C++ Development
Pack 5.5.1 update 1がインストールされます。Netbeans C/C++ Development Pack 5.5.1
がインストールされている場合、NetBeans C/C++ Development Pack 5.5.1 update 1に
置き換えられます。

javaを指定すると、J2SE Development Kit (JDK) 5.0, Update 9がインストールされま
す。

patchesを指定すると、Sun Studio 12ソフトウェアに必要なオペレーティングシス
テムのパッチがインストールされます。

all_patchesを指定すると、Sun Studio 12ソフトウェアに必要であるか、推奨され
るオペレーティングシステムのパッチがインストールされます。

jdk_patchesを指定すると、JDKソフトウェアに必要なパッチがインストールされ
ます。Solaris 10 1/06プラットフォームでは、これらのパッチのうち 2つはカーネ
ルのパッチです。このオプションを使用する前に、詳細について
は、http://sdc.sun.co.jp/sunstudio/documentation/ss12/release_notesML.htmlSun Studio
12リリースノート (英語、日本語、簡体中国語)を参照してください。

batch_installerコマンド
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allを指定すると、NetBeans 5.5.1 IDEとNetBeans C/C++ Development Pack 5.5.1
update 1、JDKソフトウェア、および Sun Studio 12ソフトウェアに必要なオペ
レーティングシステムのパッチがインストールされているかどうかが確認さ
れ、不足している場合はインストールされます。

--copy-prerequisites

Sun Studio 12ソフトウェアを実行するクライアントシステムで、prepare_systemコ
マンドの実行時に必須ソフトウェアを使用できるように、サーバーに必須ソフト
ウェアをコピーします。ソフトウェアは、Sun Studio 12のインストールディレク
トリ内の prepare_system_prerequisitesディレクトリにコピーされます。たとえ
ば、Sun Studio 12のインストールディレクトリがデフォルトの /optディレクトリ
の場合、必須ソフトウェアは /opt/prepare_system_prerequisitesにコピーされま
す。必須ソフトウェアには、Solaris OSを実行している SPARCプラットフォームで
1.2Gバイト、Solaris OSを実行している x86プラットフォームで 750Mバイト、お
よび Linuxプラットフォームで 200Mバイトのディスク容量が必要です。

--show-sla

ソフトウェアライセンス契約書を表示します。

--accept-sla

ソフトウェアをインストールしている人がソフトウェアライセンス契約書の条項
に同意することを表明します。ソフトウェアライセンス契約書に同意するまで
は、ソフトウェアのインストールは実行されません。

--no-links

Sun Studio 12ソフトウェアおよびマニュアルページへのシンボリックリンクを
/usr/binディレクトリと /usr/share/manディレクトリに作成しないことを選択で
きます。これらのリンクは、以前のリリースの Sun Studioへのシンボリックリン
クが /usr/binと /usr/share/manにすでにある場合を除いて、デフォルトで作成さ
れます。

--no-prodpatch

推奨の Sun Studio 12の製品パッチが提供されている場合、それらをインストール
しないことを選択できます。

--zone all|this

ゾーンを持つ Solaris 10 1/06サーバーへのインストールの際に、Sun Studio 12ソフ
トウェアをすべてのゾーンにインストールするか (all)、バッチインストーラを実
行しているゾーンにだけインストールするか (this)を指定しま
す。batch_installerコマンドは、ソフトウェアをインストールするゾーンで実行
してください。

-J extra_java_args
インストーラを実行する際に使用される Java仮想マシン (JVM)に追加の引数を渡
すことができます。

batch_installerコマンド
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注 – JVMは Java virtual machineの略語で、Javaプラットフォーム用の仮想マシンを意
味します。

グラフィカルユーザーインタフェースのインストーラ
グラフィカルユーザーインタフェースのインストーラでは、Sun Studio 12ソフト
ウェアのコンポーネントやサブコンポーネントを、選択方式でインストールするこ
とができます。システムに必須ソフトウェアがインストールされているかどうかを
チェックするシステム準備ツールが自動的に実行され、不足しているソフトウェア
があればそのソフトウェアをインストールできます。

グラフィカルユーザーインタフェースのインストーラを起動するには、ダウン
ロードディレクトリで次のように入力します。

./installer &

注 –異なるアーキテクチャーを持つクライアントで使用するために、Solaris
サーバーに Sun Studio 12ソフトウェアをインストールするには、インストーラの起
動時に -a client_architectureオプションを含めます。SPARCベースのサーバーに、x86
ベースのクライアントを使用するためにソフトウェアをインストールする場合
は、client_architectureに intel-S2を指定します。x86ベースのサーバーに、SPARC
ベースのクライアントを使用するためにソフトウェアをインストールする場合
は、client_architectureに sparc-S2を指定します。

「ソフトウェアライセンス契約書」
「ソフトウェアライセンス契約書」ページでは、ソフトウェアライセンス契約書が
表示され、これに同意するかどうかを選択するよう求められます。「はい (ライセ
ンスに同意する)」をクリックするとインストーラによって次の手順のページが表示
されます。「いいえ」をクリックすると、インストーラを終了するかどうかの問い
合わせが表示されます。ソフトウェアライセンス契約書に同意するまでは、インス
トールを続けることはできません。

「ロケールを選択」
中国語または日本語のいずれかでローカライズされた Sun Studio 12ソフトウェアを
インストールする場合は、「ロケールの選択」ページで「日本語」チェックボック
スまたは「中国語」チェックボックスをクリックして選択します。

グラフィカルユーザーインタフェースのインストーラ
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「コンポーネントの選択」
「コンポーネントの選択」ページでは、インストールする Sun Studio 12ソフト
ウェアのコンポーネントを選択できます。各コンポーネントのディスク容量の要件
が表示されます。デフォルトでは、3つのコンポーネント (コンパイラとツール、パ
フォーマンスライブラリ、サードパーティーのソースコード)がすべてインストール
されます。コンポーネントのチェックボックスをクリックして選択解除することに
よって、インストールしないコンポーネントを選択できます。

コンパイラとツールコンポーネントの選択したサブコンポーネントだけをインス
トールすることもできます。それには、コンポーネントの横にある「+」アイコンを
クリックして展開します。次に、サブコンポーネントのチェックボックスをク
リックして選択解除することによって、インストールしない任意のサブコンポーネ
ントを選択します。

「Select Options」:「Install」タブ
「Select Options」ページの「Install」タブには、次の項目が含まれます。
■ インストーラを実行しているシステムにインストール済みの Sun Studioソフト
ウェアのリリースがある場合、リリース名、インストールディレクトリ、および
各リリースのインストール済みのコンポーネントを表示する表。

■ 「見つからない必須ソフトウェア」フィールド。インストールしたコンポーネン
トに必要な必須ソフトウェアが、システムに不足しているかどうかを表示しま
す。不足しているソフトウェアは、「Update」チェックボックスをクリックして
選択解除しないかぎり、デフォルトでインストールされます。このフィールドで
は、JDKソフトウェアに必要なパッチの有無は報告されず、それらが不足してい
てもインストーラによってインストールされません。

■ 「インストールディレクトリ」フィールド。デフォルトのインストールディレク
トリ (Solarisプラットフォームでは /opt、Linuxプラットフォームでは /opt/sun)
が表示され、ディレクトリパスを入力することで、インストールディレクトリを
変更できます。Sun Studio 12ソフトウェアの一部のコンポーネントをすでにイン
ストールしてある場合は、「インストールディレクトリ」フィールドにそのイン
ストールディレクトリが表示され、追加コンポーネントは同じディレクトリにイ
ンストールされます。

「Select Options」:「Advanced options」タブ
「Select Options」ページの「Advanced options」タブは、サーバーへのインストール
の際に選択できる詳細オプションを提供します。

■ ゾーンを持つ Solaris 10 1/06 OSシステムにインストールしている場合
は、「ゾーン設定」のボタンを使用して、ソフトウェアのインストール先の
ゾーンを指定できます。

グラフィカルユーザーインタフェースのインストーラ
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■ 大域ゾーンでインストーラを実行している場合は、適切なラジオボタンを選択
して、ソフトウェアのインストール先を「このゾーン」(大域ゾーン
で、ローカルゾーンからは不可視)または「すべてのゾーン」(大域ゾーン
で、ローカルゾーンから可視)に指定できます。

■ ローカルゾーンでインストーラを実行している場合は、「このゾーン」を選択
して、そのローカルゾーンにソフトウェアをインストールできます。ソフト
ウェアは、そのゾーンからのみアクセスできるようになります。

■ -aオプションを使用してインストーラを起動し、サーバー上の Sun Studio 12ソフ
トウェアを異なるアーキテクチャーを持つクライアントで使用できるようにした
場合、「Notice: Cross-installing! (注意:クロスインストール実行)」という
メッセージが表示されます。

■ 「システム必須ソフトウェアのコピー」オプションを使用すると、Sun Studio 12
ソフトウェアを実行するクライアントシステムで、prepare_systemコマンドの実
行時に必須ソフトウェアを使用できるように、サーバーに必須ソフトウェアをコ
ピーできます。ソフトウェアは、Sun Studio 12のインストールディレクトリ内の
prepare_system_prerequisitesディレクトリにコピーされます。たとえば、Sun
Studio 12のインストールディレクトリがデフォルトの /optディレクトリの場
合、必須ソフトウェアは /opt/prepare_system_prerequisitesにコピーされま
す。必須ソフトウェアには、Solaris OSを実行している SPARCプラットフォーム
で 1.2Gバイト、Solaris OSを実行している x86プラットフォームで 750Mバイ
ト、および Linuxプラットフォームで 200Mバイトのディスク容量が必要です。

■ 「/usr/binシンボリックリンクの作成」オプションを使用すると、Sun Studio 12
ソフトウェアおよびマニュアルページへのシンボリックリンクを /usr/binディレ
クトリと /usr/share/manディレクトリに作成しないことを選択できます。これら
のリンクは、以前のリリースの Sun Studioへのシンボリックリンクが /usr/binと
/usr/share/manにすでにある場合を除いて、デフォルトで作成されます。

■ 推奨の製品パッチが利用可能な場合は、「製品パッチをインストール」チェック
ボックスをクリックして選択解除しないかぎり、デフォルトでインストールされ
ます。

■ 「代替ルート」フィールドでは、デフォルトの「/」以外のルートディレクトリ
を指定できます。パッケージのシステム情報ファイルを含むすべてのファイル
が、指定した代替ルートディレクトリで始まるディレクトリツリーに再配置され
ます。

「インストールの準備完了」
このページには、インストールされる Sun Studio 12コンポーネントと必要な合計
ディスク容量が一覧表示されます。「今すぐインストール」をクリックすると、イ
ンストールが開始されます。

グラフィカルユーザーインタフェースのインストーラ
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「インストール中」
このページには、インストールの進行状況を追跡する進捗バーが表示されます。イ
ンストールを中止できる「停止」ボタンがあります。

「インストール後の設定」
ソフトウェアのインストール後に実行する必要のある手順がある場合、このページ
が表示されます。このページには、実行する手順が一覧表示されます。「今すぐ設
定」をクリックすると、「インストール後の設定」が開始されます。インストーラ
に「インストール後の設定」の進行状況が表示されます。

「インストールのまとめ」
このページには、インストールが完了したあとのステータスが表示されます。各コ
ンポーネントの横にある「詳細」をクリックすると、インストールされた
パッケージに関する情報が表示されます。「閉じる」をクリックするとインス
トーラが終了します。

コマンド行インストーラ
コマンド行インストーラは、グラフィカルユーザーインタフェースのインストーラ
と同じ一連の対話式の手順を、テキスト形式で提供します。

コマンド行インストーラを起動するには、ダウンロードディレクトリで次のように
入力します。

./installer -nodisplay

注 –異なるアーキテクチャーを持つクライアントで使用するために、Solaris
サーバーに Sun Studio 12ソフトウェアをインストールするには、インストーラの起
動時に -a client_architectureオプションを含めます。SPARCベースのサーバーに、x86
ベースのクライアントを使用するためにソフトウェアをインストールする場合
は、client_architectureに intel-S2を指定します。x86ベースのサーバーに、SPARC
ベースのクライアントを使用するためにソフトウェアをインストールする場合
は、client_architectureに sparc-S2を指定します。

コマンド行インタフェースでは、!を入力すればいつでもインストーラを終了できま
す。インストーラの直前のセクションに戻るには、<と入力します。

コマンド行インストーラ
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「ソフトウェアライセンス契約書」
インストーラでは、ソフトウェアライセンス契約書が表示されます。契約書の全体
を表示するには、必要な回数だけ Enterキーを押します。そのあとで、yesと入力
し、Enterキーを押して契約書に同意します。ソフトウェアライセンス契約書に同意
するまでは、インストールを続けることはできません。

「コンポーネントの選択」
インストールしないコンポーネントまたはサブコンポーネントの番号を入力して
Enterキーを押します。インストールするコンポーネントの選択が完了したら、0を
入力して Enterキーを押します。

「オプションを選択」
■ インストールするコンポーネントに必要なすべての必須ソフトウェアがシステム
にある場合、インストーラは不足している必須ソフトウェアがないことを報告し
ます。インストールするコンポーネントに必要な必須ソフトウェアがシステムに
不足している場合は、その一覧が表示され、それをインストールするかどうかを
選択します。不足しているすべての必須ソフトウェアをインストールするに
は、2を入力し、Enterキーを押します。インストーラでは、JDKソフトウェアに
必要なパッチの有無は報告されず、それらが不足していてもインストールされま
せん。

■ インストーラを実行しているシステムにインストール済みの Sun Studioソフト
ウェアのリリースがある場合、リリース名、インストールディレクトリ、および
インストール済みのコンポーネントが、リリースごとに一覧表示されます。

■ Sun Studio 12のデフォルトのインストールディレクトリは、Solarisプラット
フォームでは /opt、Linuxプラットフォームでは /opt/sunです。デフォルトの
ディレクトリを受け入れるには、Enterキーを押します。インストールディレクト
リを変更する場合は、Sun Studio 12ソフトウェアをインストールするディレクト
リの名前を入力し、Enterキーを押します。Sun Studio 12ソフトウェアの一部のコ
ンポーネントをすでにインストールしてある場合は、インストーラによってその
インストールディレクトリが表示され、同じディレクトリに追加コンポーネント
がインストールされます。

■ 単一ユーザーのシステムにインストールしている場合は、1を入力して Enter
キーを押し、詳細オプションを飛ばします。サーバーにインストールしている場
合は、2を入力して Enterキーを押し、詳細オプションに進みます。

コマンド行インストーラ
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「詳細オプション」
「詳細オプション」には、サーバーにソフトウェアをインストールするときに選択
するオプションが表示されます。

■ ゾーンを持つ Solaris 10 1/06 OSシステムにインストールしている場合は、インス
トール先のゾーンを指定できます。
■ 大域ゾーンでインストーラを実行している場合は、ソフトウェアのインス
トール先を「このゾーン」(大域ゾーンで、ローカルゾーンからは不可視)また
は「すべてのゾーン」(大域ゾーンで、ローカルゾーンから可視)に指定できま
す。

■ ローカルゾーンでインストーラを実行している場合は、「このゾーン」を選択
して、そのローカルゾーンにソフトウェアをインストールできます。ソフト
ウェアは、そのゾーンからのみアクセスできるようになります。

■ -aオプションを使用してインストーラを起動し、サーバー上の Sun Studio 12ソフ
トウェアを異なるアーキテクチャーを持つクライアントで使用できるようにした
場合、「Notice: Cross-installing! (注意:クロスインストール実行)」という
メッセージが表示されます。

■ インストーラには、次のオプションのインストール手順が用意されています。
■ 「システム必須ソフトウェアのコピー」:クライアントシステムで使用するた
めにサーバーに Sun Studio 12ソフトウェアをインストールする場合は、2を入
力して Enterキーを押し、Sun Studio 12ソフトウェアを実行するクライアント
システムで、システム準備ツールの実行時に必須ソフトウェアを使用できるよ
うに、サーバーに必須ソフトウェアをコピーします。ソフトウェアは、Sun
Studio 12のインストールディレクトリ内の prepare_system_prerequisites

ディレクトリにコピーされます。たとえば、Sun Studio 12のインストール
ディレクトリがデフォルトの /optディレクトリの場合、必須ソフトウェアは
/opt/prepare_system_prerequisitesにコピーされます。必須ソフトウェアに
は、Solaris OSを実行している SPARCプラットフォームで 1.2Gバイト、Solaris
OSを実行している x86プラットフォームで 750Mバイト、および Linuxプ
ラットフォームで 200Mバイトのディスク容量が必要です。

■ 「/usr/binシンボリックリンクの作成」: Sun Studio 12ソフトウェアおよびマ
ニュアルページへのシンボリックリンクを /usr/binディレクトリと
/usr/share/manディレクトリに作成しない場合は、3を入力して Enterキーを
押し、これらのリンクの作成を無効にします。これらのリンクは、以前のリ
リースの Sun Studioへのシンボリックリンクが /usr/binと /usr/share/manに
すでにある場合を除いて、デフォルトで作成されます。

■ 「製品パッチのインストール」:推奨の製品パッチが利用可能な場合は、4を
入力して Enterキーを押すことによりインストールしないことを選択しないか
ぎり、デフォルトでそれらの製品パッチがインストールされます。

■ オプションのインストール手順の選択を完了したら、0を入力して Enter
キーを押します。

コマンド行インストーラ
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■ デフォルトの「/」以外のルートディレクトリを設定するには、ディレクトリの
名前を入力して Enterキーを押します。パッケージのシステム情報ファイルを含
むすべてのファイルが、指定した代替ルートディレクトリで始まるディレクトリ
ツリーに再配置されます。

「インストールの準備完了」
インストールされるコンポーネント、インストールディレクトリ、および必要な
ディスク容量が一覧表示されます。1を入力して Enterキーを押すとインストールが
開始されます。インストールの進行状況が表示されます。

「インストール後の設定」
ソフトウェアのインストール後に実行する必要のある手順がある場合、このページ
が表示されます。このページには、不足している必須ソフトウェアのインストール
や必須ソフトウェアのサーバーへのコピーなど、「オプションの選択」ページで指
定した手順が一覧表示されます。1を入力して Enterキーを押すと「インストール後
の設定」が開始されます。インストーラに「インストール後の設定」の進行状況が
表示されます。

「インストールの詳細」
インストールが完了すると、結果が表示されます。1を入力すると、インストールさ
れたパッケージに関する情報が表示されます。2を入力して Enterキーを押すと、イ
ンストーラが終了します。

コマンド行インストーラ
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トラブルシューティング

この章では、Sun Studio 12ソフトウェアのインストール時やアンインストール時に発
生する可能性がある問題に対処する方法について説明します。

シンボリックリンクを使ってアクセスされるディレクト
リへのインストール

パスの一部がシンボリックリンクになっているディレクトリに、製品をインス
トールできます。シンボリックリンクによってアクセスされるパスへのインス
トールの例として、デフォルトディレクトリ /optに十分なディスク容量がない場合
が挙げられます。インストーラにこのシンボリックリンクを使用させ、実際の
ファイルシステムに製品がインストールされないようにするには、次の手順を実行
してください。

注 –たとえば、/optへのインストールを選択した場合は、次の手順に示されている方
法に従って、/export/opt_SUNWsproをポイントする /opt/SUNWsproのシンボリックリ
ンクを作成できます。例に示した名前は使用するディレクトリ名で置き換えること
ができます。

▼ インストーラにシンボリックリンクを使用させる
次のように入力し、スーパーユーザー (root)になります。
su

Password: root-password

次のように入力し、既存のシンボリックリンクを保存します。
mv /opt/SUNWspro /mytemp
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次のように入力し、マウントポイントとして使用する新しい /opt/SUNWsproディレク
トリを作成します。
mkdir /opt/SUNWspro

次のように入力し、ターゲットディレクトリをマウントし、このディレクトリを
/opt/SUNWsproとして使用できるようにします。
mount -F lofs localhost:/export/opt_SUNWspro /opt/SUNWspro

製品を /optディレクトリにインストールします。

次のように入力し、ターゲットディレクトリのマウントを解除します。
umount /opt/SUNWspro

次のように入力し、空の /opt/SUNWsproマウントポイントを削除します。
rmdir /opt/SUNWspro

次のように入力し、手順 2で移動したシンボリックリンクを元の場所に戻します。
mv /mytemp /opt/SUNWspro

次のように入力し、スーパーユーザーの権限を終了します。
exit

製品レジストリの問題
壊れた productregistryファイルに関連するインストールまたはアンインストール時
の問題が発生した場合、Solaris Product Registryツールを使用して、その問題を特定
し、修正できる場合があります。

インストールの失敗の識別と修正
パッケージの一部が正しくインストールされていない場合、Sun Studioソフトウェア
の使用時に問題が発生します。たとえば、ソフトウェアのインストールに pkgaddコ
マンドを使用した場合、productregistryファイルが破壊されます。パッケージがす
べて正常にインストールされているかどうかを確認するには、次の手順に従いま
す。

3

4

5

6

7

8

9
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▼ すべてのパッケージが正常にインストールされていることを確認
する

次のように入力し、スーパーユーザー (root)になります。
su

Password: root-password

次のように入力し、Solaris Product Registryツールを起動します。
/usr/bin/prodreg &

ツールの左側の区画で、「登録されているソフトウェア」という見出しの下にある
リストを参照します。

製品名の横に黄色い三角形のマークが付いている場合、その製品は正しくインス
トールされていません。

正しくインストールされていない製品を選択し、「アンインストール」ボタンをク
リックします。「アンインストール失敗」ダイアログが表示されます。

ダイアログに表示されたメッセージに目を通し、製品をアンインストールしてもよ
い場合は、「了解」をクリックします。

「対話式アンインストール」ダイアログが表示されます。

続けて表示されるダイアログの指示に従い、アンインストールを完了します。

アンインストールが完了すると、製品インストーラを使って製品ソフトウェアを再
インストールできます。製品のインストール手順については、『Sun Studio 12ク
イックインストール (英語、日本語、簡体字中国語)』を参照してください。

次のように入力し、スーパーユーザーの権限を終了します。
exit

アンインストールに失敗した場合の修正
製品ファイルがすべて削除される前にアンインストーラが終了した場合、アンイン
ストーラを実行し直しても、残りの製品ファイルは削除されませ
ん。productregistryファイルでは、これらの製品ファイルが削除されたと記録され
るため、アンインストーラでは残りのファイルを削除できません。製品ファイルを
完全に削除するには、Solaris Product Registryツールを次のように使用します。
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▼ Solaris Product Registry Toolを使用して製品のファイルを削除する

次のように入力し、スーパーユーザー (root)になります。
su

Password: root-password

次のように入力し、Solaris Product Registryツールを起動します。
/usr/bin/prodreg &

ツールの左の列で、SS12または Sun Studio 12を含む製品の名前をすべて選択し
て「アンインストール」ボタンをクリックします。

「アンインストール失敗」ダイアログが表示されます。

ダイアログに表示されたメッセージに目を通し、製品をアンインストールしてもよ
い場合は、「了解」をクリックします。

「対話式アンインストール」ダイアログが表示されます。

続けて表示されるダイアログの指示に従い、アンインストールを完了します。

アンインストールが完了すると、製品インストーラを使って製品ソフトウェアを再
インストールできます。

次のように入力し、スーパーユーザーの権限を終了します。
exit

productregistryファイルが破壊された場合の対
処法
失敗したインストールやアンインストールを、「インストールの失敗の識別と修
正」や「アンインストールに失敗した場合の修正」で説明されている手順を使用し
て修正してもまだ問題がある場合は、システムから、破壊された productregistry
ファイルを削除してください。一般に、productregistryファイルは、pkgaddコマン
ドまたは pkgrmコマンドを使用してソフトウェアをインストールまたはアンインス
トールしようとした場合に破壊されます。

注 – productregistryファイルを削除すると、Sun Studio 12ソフトウェアのエントリお
よび Solarisオペレーティングシステム (OS)やその他の製品のレジストリエントリが
削除されてしまいます。次の手順に進む前に、「インストールの失敗の識別と修
正」や「アンインストールに失敗した場合の修正」で説明されている手順を確認し
てください。
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▼ 破壊された製品レジストリファイルを削除する

次のように入力し、スーパーユーザー (root)になります。
su

Password: root-password

次のように入力し、productregistryファイルがある場所に移動します。
cd /var/sadm/install

次のように入力し、productregistryファイルを削除します。
rm productregistry

次のように入力し、スーパーユーザーの権限を終了します。
exit

インストールログファイルの表示
Sun Studioソフトウェアをインストールすると、インストールの記録を保存したログ
ファイルが自動的に生成されます。

▼ インストールの問題の追跡のためにログファイル
を表示する

次のように入力し、logsディレクトリに移動します。
cd /var/sadm/install/logs

次のように入力し、ファイルを表示します。
more Sun_Studio_Software_install.A03200125

ファイル拡張子は、ログファイルごとに異なります。

リモート表示でのインストール
リモート表示でのインストール中に、次のような問題が発生する場合があります。
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NFSマウントファイルシステムへのインストール
の失敗
NFSマウントファイルシステムでインストールが失敗した場合は、そのファイルシ
ステムに対する書き込み権があるかどうかを確認してください。書き込み権は、次
の手順を実行すると確認できます。FNSマウントファイルシステムへのインス
トールの詳細については、『Sun Studio 12クイックインストール』の「インストーラ
のローカル表示とリモート表示の選択」を参照してください。

▼ 書き込み権を確認する

次のように入力して、書き込み権があるかどうかを確認します。
touch /net/remote-system/opt/testfile

エラーメッセージが表示された場合、書き込み権はありません。次に例を示しま
す。

touch /net/harker/opt/testfile

touch: /net/harker/opt/testfile cannot create

書き込み権を持つ別のインストールディレクトリを選択するか、またはファイルシ
ステムのアクセス権を変更するようにシステム管理者に依頼してください。

リモート表示インストール中のToolTalkソフト
ウェアセッションの初期化
グラフィカルユーザーインタフェースのインストーラがインストール中に停止した
場合は、次の手順でToolTalkソフトウェアのセッションを初期化できます。

▼ ToolTalkセッションを初期化する

インストーラを終了します。

スーパーユーザー (root)になっていない場合は、次のように入力して
スーパーユーザーになります。
su

Password: root-password

次のように入力し、セッションを開始します。
/usr/dt/bin/ttsession -c
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DISPLAY環境変数が設定されていることを確認してください。リモート表示の設定方
法については、『Sun Studio 12クイックインストール (英語、日本語、簡体字中国
語)』の「インストーラのローカル表示とリモート表示の選択」を参照してくださ
い。

次のように入力してインストーラを起動します。
./installer

バッチインストーラが停止した場合の対処法
バッチインストーラの起動時に無効なパラメータを入力すると、インストーラが停
止してインストールは完了しません。一般的なエラーの原因としては、2つの異なる
ディレクトリ名を指定した場合や、ディスク容量が不足しているときにインス
トーラを起動した場合などが挙げられます。

▼ バッチインストーラを再起動する
次のように入力してログファイルを参照し、エラーメッセージがないかを確認しま
す。
cd /var/sadm/install/logs

Ctrl+Cを押して、インストーラを停止させます。

『Sun Studio 12クイックインストール (英語、日本語、簡体字中国語)』を参照
し、バッチインストーラを使用して製品をインストールします。
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Sun Studio 12のコンポーネントと
パッケージ

この付録では、Sun Studio 12ソフトウェアを構成するコンポーネント、サブコン
ポーネント、およびパッケージの一覧を示します。

表A–1には、SPARCシステム版 Solaris OS用の Sun Studio 12ソフトウェアの
パッケージ構成とコンポーネント情報を示します。

表A–2には、x86システム版 Solaris OS用の Sun Studio 12ソフトウェアのパッケージ
構成とコンポーネント情報を示します。

表A–3には、Linuxプラットフォーム用 Sun Studio 12のRPMパッケージ構成とコン
ポーネント情報を示します。

表 A–1 SPARCシステム用の Sun Studio 12のコンポーネントおよびパッケージ

コンポーネント サブコンポーネント パッケージ

Sun Studio 12コンパイラとツール

Cコンパイラ SPROcc

C++コンパイラ SPROcpl

SPROcplx

SPROtl7x

SPROtlbn7

SPROtll7

SPROtll7x

Fortran 95コンパイラ SPROf90

SPROftool

DBXデバッグツール SPROdbx

A付 録 A
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表 A–1 SPARCシステム用の Sun Studio 12のコンポーネントおよびパッケージ (続き)
コンポーネント サブコンポーネント パッケージ

SPROdbxx

SPROjdbx

SPROjdbxx

SPROmrdbx

構築ツール SPROdmake

X-Designer SPROfdxd

SPROmrxd

デモ SPROdemo

外部エディタ SPROgvim

SPROxmbin

SPROxmshr

SPROxmsrc

SPROmrxm

IDE SPROidext

SPROatd

SPROdbxui

SPROsvc

サポートファイル SPROcmpl

SPROctags

SPROdwrfb

SPROdwrfx

SPROfd

SPROgc

SPROgcx

SPROipl

SPROiplg

SPROiplx

SPROl77s

Sun Studio 12のコンポーネントとパッケージ
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表 A–1 SPARCシステム用の Sun Studio 12のコンポーネントおよびパッケージ (続き)
コンポーネント サブコンポーネント パッケージ

SPROl77sx

SPROl90

SPROl90s

SPROl90sx

SPROl90x

SPROlang

SPROlangx

SPROlgc

SPROmrgc

SPROlcxs

SPROlgcx

SPROlklnt

SPROm9xs

SPROm9xsx

SPROm9xpx

SPROmr3m

SPROmripl

SPROmrmp

SPROmrcc

SPROmrcom

SPROmrcpl

SPROmrdmk

SPROmrdwf

SPROmrftn

SPROmride

SPROmrpan

SPROmrpgn

SPROmrsbe

Sun Studio 12のコンポーネントとパッケージ
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表 A–1 SPARCシステム用の Sun Studio 12のコンポーネントおよびパッケージ (続き)
コンポーネント サブコンポーネント パッケージ

SPROmrstd

SPROmrtcv

SPROpnsn

SPROplck

SPROprfan

SPROprflb

SPROrdbkb

SPROrdbkx

SPROsbe

SPROsbld

SPROsbldx

SPROscl

SPROsclx

SPROsmpx

SPROsmsx

SPROstl4a

SPROstl4h

SPROstl4o

SPROstl4x

SPROstl4y

SPROsunms

SPROtdemo

SPROutool

SPROudchk

SPROsslnk

SPROsysprp

Sun Studio 12 Performance Library

SPROplg

Sun Studio 12のコンポーネントとパッケージ
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表 A–1 SPARCシステム用の Sun Studio 12のコンポーネントおよびパッケージ (続き)
コンポーネント サブコンポーネント パッケージ

SPROpl

SPROplx

SPROpls

SPROplsx

SPROmrpl

Sun Studio 12サードパーティーのソース

SPROdwrfs

SPROrdbks

SPROctsrc

表 A–2 x86システム用の Sun Studio 12のコンポーネントおよびパッケージ

コンポーネント サブコンポーネント パッケージ

Sun Studio 12コンパイラとツール

Cコンパイラ SPROcc

C++コンパイラ SPROcpl

SPROcplx

SPROtl7x

SPROtlbn7

SPROtll7

SPROtll7x

Fortran 95コンパイラ SPROf90

SPROftool

DBXデバッグツール SPROdbx

SPROdbxx

SPROjdbx

SPROjdbxx

SPROmrdbx

構築ツール SPROdmake

Sun Studio 12のコンポーネントとパッケージ
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表 A–2 x86システム用の Sun Studio 12のコンポーネントおよびパッケージ (続き)
コンポーネント サブコンポーネント パッケージ

X-Designer SPROfdxd

SPROmrxd

デモ SPROdemo

外部エディタ SPROgvim

SPROxmbin

SPROxmshr

SPROxmsrc

SPROmrxm

IDE SPROidext

SPROatd

SPROdbxui

SPROsvc

サポートファイル SPROcmpl

SPROctags

SPROdwrfb

SPROdwrfx

SPROfd

SPROgc

SPROgcx

SPROudchk

SPROl90

SPROl90s

SPROl90sx

SPROl90x

SPROlang

SPROlangx

SPROlgc

SPROlgcx

Sun Studio 12のコンポーネントとパッケージ
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表 A–2 x86システム用の Sun Studio 12のコンポーネントおよびパッケージ (続き)
コンポーネント サブコンポーネント パッケージ

SPROmrgc

SPROm9xs

SPROmr3m

SPROmrcc

SPROmrcom

SPROmrcpl

SPROmrdmk

SPROmrdwf

SPROmrftn

SPROmride

SPROmrpan

SPROmrpgn

SPROmrsbe

SPROmrstd

SPROmrtcv

SPROpnsn

SPROprfan

SPROprflb

SPROrdbkb

SPROrdbkx

SPROsbe

SPROsbld

SPROsbldx

SPROscl

SPROsclx

SPROsmpx

SPROsmsx

SPROstl4a

Sun Studio 12のコンポーネントとパッケージ
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表 A–2 x86システム用の Sun Studio 12のコンポーネントおよびパッケージ (続き)
コンポーネント サブコンポーネント パッケージ

SPROstl4h

SPROstl4o

SPROstl4x

SPROstl4y

SPROsunms

SPROtdemo

SPROutool

SPROlklnt

SPROmrmp

SPROsslnk

SPROsysprp

Performance Library

SPROplg

SPROpl

SPROplx

SPROpls

SPROplsx

SPROmrpl

SPROopl

SPROiplg

SPROiplx

SPROmripl

Sun Studio 12サードパーティーのソース

SPROdwrfs

SPROrdbks

SPROctsrc

Sun Studio 12のコンポーネントとパッケージ
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表 A–3 Linuxプラットフォーム用の Sun Studio 12のコンポーネントおよびRPMパッケージ

コンポーネント サブコンポーネント RPM

Sun Studio 12コンパイラとツール

Cコンパイラ sun-cc

C++コンパイラ sun-cpl

sun-cplx

sun-tll7

sun-tlbn7

sun-tl7x

sun-tll7x

Fortran 95コンパイラ sun-ftool

sun-f90

DBXデバッグツール sun-dbx

sun-dbxx

sun-jdbx

sun-jdbxx

sun-mrdbx

構築ツール sun-dmake

X-Designer sun-fdxd

sun-mrxd

外部エディタ sun-gvim

sun-xmbin

sun-xmshr

sun-xmsrc

sun-mrxm

IDE sun-idext

sun-atd

sun-dbxui

sun-svc

Sun Studio 12のコンポーネントとパッケージ
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表 A–3 Linuxプラットフォーム用の Sun Studio 12のコンポーネントおよびRPMパッケージ
(続き)
コンポーネント サブコンポーネント RPM

サポートファイル sun-dwrfb

sun-lang

sun-rtm

sun-mrlnx

sun-rtmx

sun-l90

sun-l90s

sun-l90sx

sun-l90x

sun-langx

sun-mrdmk

sun-mrdwf

sun-mride

sun-mr3m

sun-mrcc

sun-mrcom

sun-mrcpl

sun-mrftn

sun-mrstd

sun-mrpan

sun-nbreg

sun-pnsn

sun-prfan

sun-prflb

sun-scl

sun-sclx

sun-tdemo

Sun Studio 12のコンポーネントとパッケージ
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表 A–3 Linuxプラットフォーム用の Sun Studio 12のコンポーネントおよびRPMパッケージ
(続き)
コンポーネント サブコンポーネント RPM

sun-udchk

sun-st14a

sun-st14h

sun-st14o

sun-st14x

sun-st14y

sun-sysprp

Sun Studio 12のコンポーネントとパッケージ
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パッチの識別番号と説明

Sun Studio 12ソフトウェアには、オペレーティングシステムのパッチが用意されてい
ます。これらは、このリリースのコンパイラとツールを適切に操作するために必要
なパッチです。この付録では、このリリースに含まれている Solaris OSのパッチを一
覧で示します。これらのパッチがシステムにインストールされていない場合
は、prepare_systemコマンド、batch_installerコマンド、グラフィカルユーザーイ
ンタフェースのインストーラ、またはコマンド行インストーラを使用してインス
トールできます。

表 B–1には、SPARCシステム版 Solaris 9 OSのパッチの識別番号と説明を示します。

表 B–2には、x86システム版 Solaris 9 OSのパッチの識別番号と説明を示します。

表 B–3には、SPARCシステム版 Solaris 10 1/06 OSのパッチの識別番号と説明を示しま
す。

表 B–4には、x86システム版 Solaris 10 1/06 OSのパッチの識別番号と説明を示しま
す。

表 B–1 SPARCシステム版 Solaris 9 OS用のパッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

112963-26 リンカーのパッチ

111711-12 C++用 32ビット共用ライブラリのパッチ

111712-12 C++用 64ビット共用ライブラリのパッチ

111703-04 /usr/ccs/bin/sccsおよび /usr/ccs/bin/makeの
パッチ

117560-06 libmtskのパッチ

111722-05 数学ライブラリ (libm)のパッチ

B付 録 B
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表 B–1 SPARCシステム版 Solaris 9 OS用のパッチ (続き)
パッチ識別番号 パッチの説明

112785-43 X11 6.6.1: Xsunのパッチ

112233–12 カーネル1

1 このパッチはパフォーマンスアナライザの実行時にのみ必要です。これは prepare_systemコマンドまたはインストーラ
ではインストールされませんが、製品ダウンロードファイルと製品DVDに含まれています。詳細
は、『http://sdc.sun.co.jp/sunstudio/documentation/ss12/release_notesML.htmlSun Studio 12リリースノート (英語、日本
語、簡体中国語)』を参照してください。

表 B–2 x86システム版 Solaris 9 OS用のパッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

113986–18 リンカーのパッチ

111713–09 C++用共用ライブラリのパッチ

117559–06 libmtskのパッチ

111728–04 数学ライブラリ (libm)のパッチ

112786-32 X11 6.6.1_x86: Xsunのパッチ

112234–08 カーネル1

1 このパッチはパフォーマンスアナライザの実行時にのみ必要です。これは prepare_systemコマンドまたはインストーラ
ではインストールされませんが、製品ダウンロードファイルと製品DVDに含まれています。提供されているパッチ
は、パッチ 117172により廃止されました。詳細
は、『http://sdc.sun.co.jp/sunstudio/documentation/ss12/release_notesML.htmlSun Studio 12リリースノート (英語、日本
語、簡体中国語)』を参照してください。

表 B–3 SPARCシステム版 Solaris 10 1/06 OS用のパッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

120753-05 libmtskのパッチ

119254–19 インストールおよびパッチユーティリ
ティーのパッチ

表 B–4 x86システム版 Solaris 10 1/06 OS用のパッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

120754–05 libmtskのパッチ

119255–19 インストールおよびパッチユーティリ
ティーのパッチ

パッチの識別番号と説明
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JDKソフトウェアで必要なパッチの識別
番号と説明

Java SE Development Kit (JDK)に必要なパッチは、Sun Studio 12の製品ダウンロード
ファイルと製品DVDに含まれています。これらは、Solaris OSで JDKソフトウェア
を適切に操作するために必要なパッチです。この付録では、このリリースに含まれ
ているパッチを一覧で示します。これらのパッチは、-s jdk_patchesオプションを
指定した場合に限り、prepare_systemコマンドでインストールされます。これらの
パッチがシステム上になくても、prepare_systemコマンドの -Cオプションまたは
-s allオプション、batch_installerコマンドの -p allオプション、グラフィカル
ユーザーインタフェースのインストーラ、およびコマンド行インストーラによって
検出されることはありません。

表C–1には、SPARCシステム版 Solaris 9 OSのパッチの識別番号と説明を示します。

表C–2には、x86システム版 Solaris 9 OSのパッチの識別番号と説明を示します。

表C–3には、SPARCシステム版 Solaris 10 1/06 OSのパッチの識別番号と説明を示しま
す。

表C–4には、x86システム版 Solaris 10 1/06 OSのパッチの識別番号と説明を示しま
す。

表 C–1 SPARCシステム版 Solaris 9 OSで JDKソフトウェアに必要なパッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

111711-16 C++用 32ビット共用ライブラリ

111712-16 C++用 64ビット共用ライブラリ

113886-38 OpenGL 1.3: SolarisのOpenGLパッチ (32ビット)

113887-38 OpenGL 1.3: SolarisのOpenGLパッチ (64ビット)

113096-03 X11 6.6.1: OWconfigのパッチ

112785-56 X11 6.6.1: Xsunのパッチ

C付 録 C
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表 C–1 SPARCシステム版 Solaris 9 OSで JDKソフトウェアに必要なパッチ (続き)
パッチ識別番号 パッチの説明

112963-25 リンカー

表 C–2 x86システム版 Solaris 9 OSで JDKソフトウェアに必要なパッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

112786-45 X11 6.6.1_x86: Xsun

111713-13 C++用 32ビット共用ライブラリ

113986-21 リンカー

表 C–3 SPARCシステム版 Solaris 10 1/06 OSで JDKソフトウェアに必要なパッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

118833–24 カーネル

119578-29 FMAのパッチ

120900-04 libzonecfgのパッチ

121133-02 ゾーンライブラリおよびソーンユーティリティーの
パッチ

118822-30 カーネル

119254-27 インストールおよびパッチユーティリティーのパッチ

表 C–4 x86システム版 Solaris 10 1/06 OSで JDKソフトウェアに必要なパッチ

パッチ識別番号 パッチの説明

121334-04 zoneadmd、zlogin、zoneadm

120901-03 libzonecfg

119255-27 インストールおよびパッチユーティリティー

117435-02 biosdev

118344-13 Fault Manager

121127-02 umountall.sh

113000-07 SUNWgrub

121264-01 cadp160ドライバ

118844-30 カーネル

JDKソフトウェアで必要なパッチの識別番号と説明
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表 C–4 x86システム版 Solaris 10 1/06 OSで JDKソフトウェアに必要なパッチ (続き)
パッチ識別番号 パッチの説明

118855-19 カーネル

119964-07 C++用共用ライブラリ

JDKソフトウェアで必要なパッチの識別番号と説明
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Sun Studio 12ソフトウェアコンポーネン
トのバージョン番号

この付録では、Sun Studio 12ソフトウェアのコンポーネントのバージョン番号を示し
ます。

表 D–1 Sun Studio 12のコンポーネントのバージョン番号

コンポーネント バージョン番号

C 5.9

C++ 5.9

Fortran 95 8.3

dbx 7.6

dmake 7.8

IDE 8.0

Locklint 2.6

OpenMPサポート 2.5

パフォーマンスアナライザ 7.6

スレッドアナライザ 7.6

Tools.h++ 7.1.0

C++標準ライブラリ 5.9

Sun Performance Library 4.4

STLport 4.5.3

X-Designer 7.9

D付 録 D
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